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1 はじめに

従来の検索エンジンによる検索は,大量の文書から
ユーザが必要とする文書を探すためのものであり, 巨
大な文書集合を小さな文書集合に「狭める検索」と言

える, そこでは文書検索の高い再現率や精度, ランキ
ングアルゴリズムの質が求められる.
一方,ユーザがより多くの知識を獲得するための検

索も考えられる. ユーザが文書を読み,そこから得た
知識を用いてユーザの知識集合を「広げる検索」であ

る. 広げる検索においては,再現率や精度よりも検索
結果文書の全体像の把握や各文書間の関連を理解する

ことが重要となる.
本稿では, ユーザは有用な文書あるいはWebペー

ジを 1つ知っており, その文書と関連のある文書群を
探し出すという状況を考える. このような広げる検索
のために従来の検索エンジンを利用する場合, ユーザ
は検索クエリを考えなければならないが,ユーザが自
分自身の興味や関心をクエリで正確に表現することは

困難である. また, 一般の検索エンジンでは, 何度も
検索クエリを変え検索しなおさなければならない. 検
索結果はリストの形で与えられるので, そこから知識
を得るためには結果の文書を読まなければならない.
Vivisimo[5]のような結果をクラスタリングする検索
エンジンでも文書同士の関連は分らない. KartOO[2]
は検索結果を視覚的にグラフ表示し,文書同士の関連
の有無は分るが, 上位下位の関係は分らない.
本稿では, 文書群とそれらに含まれる単語群の対応

関係を単語文書行列として表現し階層構造を抽出する

ことで, 文書間の関連を可視化する検索システムを実
装した. 入力を先のユーザにとって有用な文書あるい
はWebページとすることで, 複雑な検索クエリを考え
る必要を無くした.また,結果を有向グラフで表現する
ことで,検索結果の全体像を把握しやすくし,知識獲得
を容易にした.
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2 概念グラフ

筆者等は文書群に特徴的な単語を抽出し,その特徴
語間の関連を有向グラフで表現する概念グラフシステ

ムを構築してきた [1], [3], [4]. 文書集合Dにおける単

語 wの特徴量 s(w,D), s′(w,D)を全文書 U での文書

頻度 df(w,U)とDでの文書頻度 df(w,D)を用いて定
義し, 特徴量が閾値 0.5を超えるものを特徴語とした.

s(w,D) =
df(w,D)
df(w,U)

s′(w,D) =
df(w,D)

|D|
また特徴語 u, vについて vから見た uの関連度 r(u, v)
を u, v の D での共起頻度 df(u ∗ v,D)を用いて定義
し,関連度が閾値 0.5を超える u, v の組を上位下位関

係として抽出した.

r(u, v) =
df(u ∗ v,D)

df(v,D)

特徴語を節とし, 特徴語間の上位下位関係を枝とする
有向グラフが概念グラフである.

3 双対概念グラフ

概念グラフは単語の特徴量と関連度をそれが使われ

る文書集合に着目して定式化したものである. 本稿で
は, 文書の特徴量と関連度をそれが使う単語集合に着
目して定式化する. 双対概念グラフでは文書 d(q)をク
エリとして受け取り dq に含まれる単語集合W (dq)を
検索する. 単語集合W (dq)の単語を含む文書 dの特

徴量 sd, s
′
dをW (d)とW (dq)を用いて定義し, 特徴量

が閾値 0.5を超えるものを特徴的な文書とする.

sd(d,W (dq)) =
|W (d) ∩ W (dq)|

|W (d)|

s′d(d,W (dq)) =
|W (d) ∩ W (dq)|

|W (dq)|
また特徴的な文書 d1, d2について d2から見た d1の関

連度 rdをW (d1),W (d2)を用いて定義し,関連度が閾
値 0.5を超える d1, d2の組を文書の上位下位関係とし

て抽出する.

rd(d1, d2) =
|W (d1) ∩ W (d2) ∩ W (d)|

|W (d2) ∩ W (d)|

特徴的な文書を節,文書間の上位下位関係を枝とす
る有向グラフを双対概念グラフと呼ぶ.
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4 Wikiを用いた実験

Pukiwikiはだれでも編集可能なWebページであり,
個人のWebページよりも頻繁に編集,作成,削除が行
なわれる. そのため,長期に渡って利用されたWikiで
は, ページの全体像を把握することが困難である. 事
実,筆者等の研究室のWikiでは,ユーザが既存のどの
ページに書き込むべきかもしくは新しいページを作成

するべきか判断することが困難になっている. 自分の
興味のあるトピックについてのページと関連のある文

書全体を把握することができればこの問題は解決する.
本稿では, ユーザが興味を持つWikiページ名からそ
のページの双対概念グラフを構築するシステムを実装

した.

4.1 結果と考察

筆者の 2005年度の研究メモや成果についてのペー
ジ「下司」をクエリとした. このページには 2779個
の単語が出現しておりこの単語集合に特徴的な文書で

50 個以上の単語を使っている文書は 31 個存在した.
クエリ文書「下司」についての概念グラフが図 1であ
る. 節の中には文書名, クエリ文書と共通する単語数,
単語異なり数が書かれている.
筆者の研究テーマである概念グラフに関係している

文書,および検索,概念束についての文書がクエリと関
連のある文書として抽出されていることがわかる. ま
た, 2005全体ゼミ/2006-01-06と 2006全体ゼミ/2006-
04-21は筆者が所属する研究室のセミナーのログであ
る. 一見関係のない文書と考えられるが, このときの
テーマが特徴語抽出法や概念グラフなど筆者の研究と

関係するテーマであったため,クエリ文書と関係する
文書と判断された.
しかし, 筆者の今年度の研究用ページは関連文書と

して抽出されないなど関連する全ての文書が抽出され

るわけではなかった.

5 まとめと今後の課題

PukiWikiで作成された文書群について, あるぺー
ジをクエリとし,そこに出現する単語集合に特徴的な
文書を抽出した.さらに,抽出した文書間の関連度を計
算し,文書をノード関連をエッジとするグラフを自動
生成するシステムの実装を行なった. 筆者の研究のメ
モや成果についてのページをクエリとし実験を行なっ

た. 筆者の研究テーマと関連する文書を抽出し, それ
らの上位下位の関係をグラフで表現した.
抽出された関連文書の適切性や再現性などの定性的

評価や広げる検索に適しているかの評価が今後の課題

である.

図 1: 下司の概念グラフ
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